看護連絡会議　議事録　　　　　　　　　千葉C.O.O印

実施日　　平成21年12月7日（月）　　　　　　　　　　　　　　（第32回）

時　間　　14:00～16:00                                      司会者:谷藤　律子　
場　所　　病院2F会議室                                     記録者:小向　由紀
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＜グループ活動報告＞

東病棟：・書初め大会・・ＣＯＯより決裁有り。全スタッフに書いてもらうように対策を検討。

· 隔離拘束の手順・・川端ＩＯＯに提出。決裁下りたら各ＳＧＭに回覧します。最終決裁が降り次第運用を開始します。

西病棟：・12月9日　西病棟スタッフミーテイング予定。

　　　　・12月9日　種市様　生活保護実態調査予定。ＳＷと病棟ＮＳ出席予定。

北病棟：・職員健診血液検査判定作業実施。

　　　　・事故報告　11月28日　患者様がストーブにより火傷をおった。

南病棟：・南山苑とのベッドコントロール　17日15：00からの予定。

　　　　・50周年記念誌　座談会担当　小向、佐々木ＪＧＭ　

外　来　：・季節性インフルエンザ予防注射　6名予定有り。

　　　　・50周年記念誌　施設関係担当　谷藤、宮澤ＪＧＭ、高橋ＪＧＭ

通　所：・12月25日　クリスマス会予定　

＜研修について＞

12月の予定　17日：佐々木ＪＧＭによる「コーチング」看護6年以上対象

　　　　　　未定：グループワーク　看護、介護5年以下

管理者研修：18日　佐藤ＡＯＭによる研修「管理とは、自己管理のしかたなどなど」

＜検討事項＞

〇インフルエンザ発生時の患者隔絶場所について

西Ａユニット→西病棟全体を検討していたが、他部署での検討もするよう、ＣＯＯ、川端ＩＯＯから指示あり。

候補場所

東Ａユニット：完全に隔絶は出来ない。また、元々いた患者様をどこに移動するのか。

北病棟：隔絶は出来るが、出入口を封鎖できず、外に離院の危険が高い。

南Ａユニット：隔絶できるが部屋数は14室。それ以上になったらどうするのか。

意見

従来　季節性のインフルエンザが発生した場合、各病棟で隔絶対応をとっていた。新型インフルエンザの症状は比較的軽く、従来の対応でも可能なのではないか。重症化した場合は、迅速な医療処置が出来る場所が望ましいのではないか。

今後、インフルエンザが発症した場合、まずは各部署個室隔絶対応をとり、最終的に隔絶場所をどこにするのか、迅速な判断が必要。

　

　＜その他＞

○10月29日に実施された精神科実地指導について

　回答が届いたが、指摘事項はない。しかし、講評にもあった患者様の入院形態についての意見が記されてあった。

· 12月1日に育児休暇より復帰の山田万輝は通所ではなく、南山苑3階に異動。

· 日精協からの「タイムスタデイ」調査開始。

＜年末年始の他科について＞

· 皮膚科

12月23日（水）の南病棟は、祝日の為、21日（月）の東病棟と一緒に行う。

12月24日（木）を年内最終とし、翌週は休み、1月4日（月）から再開の予定。

→南病棟で確認し、各部署へ連絡します。

· 歯科

古川Ｄｒに予定を確認

→12月11日　担当の南病棟で確認、各部署へ連絡します。

